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臨床研修病院

ＤＰＣ対象病院

所在地 愛媛県松山市山西町８８０－２
病床数 一般病床１７０床（平成２１年６月１日より）
患者数 平成２０年度 外来１日平均 ５３６人

入院１日平均 １３８人（病床１４１床）



・外来パス作成の経過

�外来診療内容調査

・他院と外来単価比較の結果、診療内容調査実施

・医師・看護師のヒアリング及びデータ抽出により調査

（結果）

同じ疾患でも医師により検査等内容に違いがある

特に、受診患者が多い医師に検査内容のバラツキ

が多い



・外来パス作成の経過

�外来パスの必要性

・ガイドラインで示されている定期的に必要な検査等

の実施漏れ → 医療訴訟時に敗訴の危険あり

・ＤＰＣ制度下では、検査・画像診断について外来へ移行傾向

→ もれなく実施することにより、外来収益増加が見込め病院
経営にも貢献できる

外来パスが必要である

・紙運用ではチェックもれがある

→ オーダリングシステムとの連動を検討



オーダリングシステムで外来パスが
使用できないか？

�紙ベースでの作成

【手順】

①病院での慢性疾患上位から開始する

「高脂血症・高血圧症・糖尿病・狭心症・脳梗塞・

Ｃ型慢性肝炎」

②疾患ごとに１年を１サイクルとして担当医・看護師に
シート配布し記入

③ガイドライン及び院内標準検査を参考に作成

④整理後最終チェック・承認印



高脂血症（高コレステロール血症）



高血圧症



糖尿病



狭心症



脳梗塞



Ｃ型慢性肝炎



運用上の問題点

�パスが長期間に亘るための問題点

・３ヶ月後・半年後の来院日を指定するのは困難

・予約が必要な検査等の対応も困難

�パス適用中でも柔軟な変更が可能か？



対応案
� １年を１サイクルとしているため、パスを１２分
割し、月単位で管理する

�適応開始は、翌月の来院予約日からとする

�パス適応者がわかるようにオーダー画面で
患者選択したときに表示する

�現在何ヶ月目かわかるようにする

�次月の予約日に次回のパスを選択する

�パスを使用していても、パス画面から、投薬・
注射・検査等オーダーが簡単に実施できる



使用上の注意点

�パスが１２分割のため何も検査等ないと
きも月ごとのパスの入力が必要



























パス適用者であることを
強調するため初回のみ入力















現在何ヶ月目が適用中
かわかる



予約が必要な検査の場合、
確定時にワーニング表示



今後の課題

�問題点は解消された

�システム運用８月予定

�使用しながら改善を進めるとともに、パ
ス適応患者さんに対して、もれなく実施
するための取り組みを行い、当初の目
標に近づけたい



ご清聴ありがとうございました。


